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外環地上部街路武
蔵
野
市
で
話
し
合
い
の
会

２‐
日
の
「話
し
合
い
の
会
」

で
は
、

「外
環
の
２
」
練
馬

区
間
に
つ
い
て
都
市
計
画
変

更
素
案
や
こ
れ
ま
で
の
検
討

の
総
括
を
巡
り
、
住
民
側
か

ら
異
論
が
相
次
い
だ
。

同
練
馬
区
間
に
つ
い
て

は
、
２
０
１
０
年
６
月
か
ら

Ｈ
年
８
月
ま
で

「話
し
合
い

の
会
」
を
開
催
。
都
は
１３
年

‐２
月
に
地
上
部
街
路
の
在
り

方
の
複
数
案
を
公
表
し
、
地

元
と
の
話
し
合
い
を
経
て
、

今
年
５
月
に
都
市
計
画
に
関

す
る
都
の
方
針
、
６
月
に
都

市
計
画
変
更
の
素
案
を
公
表

し
て
い
る
。

住
民
側
は
、
都
市
計
画
変

更
に
よ
り
道
路
の
幅
員
を
当

初
の
４０
層
か
ら
２２
研
に
縮
小

す
る
練
馬
区
間
に
関
し
て
、

「練
馬
で
や
っ
て
い
る
こ
と

は
、
外
環
の
２
で
は
な
く
、

一
般
の
都
市
計
画
道
路
だ
。

こ
こ
で
外
環
の
２
と
い
う
議

論
自
体
が
間
違
っ
て
い
る
」

と
主
張
。

「外
環
本
線
と
外

環
の
２
は

一
体
の
も
の
」
と

し
、
外
環
道
が
大
深
度
地
下

化
さ
れ
た
時
点
で
地
上
部
街

路
は
消
滅
し
た
と
い
う
考
え

方
を
強
調
し
た
。

「外
環
の
２
」
は
、
１
９

６
６
年
７
月
に
高
速
道
路
の

外
環
と
と
も
に
幅
員
４０
研
で

都
市
計
画
を
決
定
し
た
。
当

時
は
、

「外
環
の
２
」
の
中

に
高
架
式
の
都
童
員
速
道
路

と
し
て
の
外
環
道
を
通
す
計

画
だ
っ
た
が
、
沿
道
住
民
の

猛
反
対
に
よ
り
事
実
上
凍

結
。
石
原
都
政
時
代
の
２
０

０
７
年
４
月
に
高
速
道
路
と

し
て
の
外
環
を
地
下
化
し
、

地
上
部
に
は
幅
員
４０
房
の

パ

環
の
２
」
計
画
が
取
り

残
さ
れ
た
。

都
側
は

「地
下
化
に
よ
り

一員
返
道
路
を
収
容
す
る
機
能

は
不
要
と
な
り
、
都
市
計
画

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
の
機

練
馬
区
間
先
行
に
住
民
反
発

東
京
外
郭
環
状
道
路
の
地
上
部
街
路

（外
環
の
２
）
に
つ
い
て
、
都

や
国
、
武
蔵
野
市
、
住
民
に
よ
る

「話
し
合
い
の
会
」
が
２‐
日
夜
、
武

蔵
野
公
会
堂
で
開
か
れ
た
。
同
路
線
の
計
画
を
巡
っ
て
は
、
沿
道
区
市

ご
と
に

「話
し
合
い
の
会
」
が
設
置
さ
れ
た
が
、
練
馬
区
で
都
市
計
画

変
更
素
案
が
示
さ
れ
た
以
外
は
協
議
が
難
航
し
て
い
る
。
武
蔵
野
市
で

は
、
こ
れ
ま
で
１９
回
の
会
合
を
重
ね
て
も

「外
環
の
２
」
の
必
要
性
を

問
う
そ
も
そ
も
論
で
行
政
側
と
住
民
側
が
平
行
線
を
た
ど

っ
て
い
る
。

こ
の
日
の
会
合
で
も
住
民
側
は

「
（地
下
化
さ
れ
る
）
外
環
本
線
と
外

環
の
２
は

一
体
の
も
の
」
と
地
上
部
街
路
計
画
に
疑
間
を
示
し
た
。

艤
能
は
残
っ
た
。
高
速
道
路
の

収
容
空
間
が
無
く
な
っ
た
こ

と
で
、
幅
員
は
縮
小
し
た
」

と
説
明
し
た
。

ま
た
、
住
民
側
は
、
東
八

道
路
以
南
に
は
「外
環
の
２
」

の
計
画
が
な
い
こ
と
か
ら
、

「既
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は

な
い
」
と
反
論
し
た
が
、
都

側
は

「東
八
道
路
の
北
側
は

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

一
部
だ
っ

た
が
、
東
八
道
路
以
南
は
外

環
の
付
属
街
路
と
い
う
位
置

付
け
だ
っ
た
」
と
釈
明
し
た
。

し
か
し
、
住
民
側
は

「１

９
６
６
年
以
来
、
都
の
担
当

者
が
代
わ
っ
て
い
る
。
６６
年

に
は
６６
年
の
理
由
が
あ
る
」

と
、
過
去
の
都
市
計
画
決
定

の
経
緯
に
対
す
る
都
側
の
認

行政 と地元住民 との深 い溝が埋 まる気配はない

=21日 、武蔵野公会堂会議室 で

町 ら
墓
只
外
郭
環
状
道
路
の

地
上
部
街
路
に
は

「外
環

の
２
」
の
ほ
か
、
東
八
道

路
か
ら
東
名
高
速
ま
で
の

区
間
で
、
高
架
式
の
外
環

に
よ
っ
て
分
断
さ
れ
る
接
道
な
ど
を
確

保
す
る
た
め
の

「付
属
街
路
」
が
都
市

計
画
決
定
さ
れ
て
い
た
が
、
２
０
０
７

年
４
月
に
外
環
が
地
下
方
式
に
都
市
計

画
変
更
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
同
付
属

街
路
の
都
市
計
画
は
廃
止
さ
れ
た
。

と
こ
ろ
が
、

「外
環
の
２
」
は
、
単

な
る
近
隣
住
民
の
道
路
で
は
な
く
、

「都
内
の
都
市
計
画
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の

一
部
」
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て

い
る
た
め
、
地
下
方
式
に
変
更
後
も
都

市
計
画
が
廃
止
さ
れ
て
い
な
い
。

０１
年
４
月
に
国
土
交
通
省
と
都
は
、

外
環
道
（
関
越
。東
名
間
）
に
つ
い
て
、

計
画
策
定
の
初
期
の
段
階
か
ら
住
民
ら

の
意
見
を
聞
い
て
、
計
画
づ
く
り
に
反

映
さ
せ
る
た
め
に

「た
た
き
台
」
を
提

示
し
た
。
そ
こ
で
は
、
外
環
本
線
を
地

下
構
造
に
変
更
す
る
方
針
を
示
す
と
と

も
に
、
地
上
部
に
つ
い
て
は

「そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
の
実
情
や
地
域
の
意
向
な
ど

に
合
わ
せ
て
検
討
す
る
た
め
に
メ
ニ
ュ

―
を
示
す
」
と
し
て
い
る
。

メ
ニ
ュ
ー
に
は
、

「公
園
や
歩
行
空

間
を
整
備
す
る
場
合
」

「バ
ス
路
線
な

ど
公
共
交
通
を
整
備
す
る
場
合
」

「幹

線
道
路
を
整
備
す
る
場
合
」

「住
宅

・

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
維
持
す
る
場

合
」
の
４
パ
タ
ー
ン
を
提
示
し
、
現
状

の
市
街
地
を
維
持
す
る
こ
と
も
選
択
肢

に
入
っ
て
い
る
。

外
環
の
大
深
度
地
下
化
の
方
針
が
示

さ
れ
る
中
、
都
は
「外
環
の
２
」
に
つ
い

て
、
①
現
在
の
都
市
計
画
の
区
域
で
道

路

・
緑
地
を
整
備
②
都
市
計
画
の
区
域

を
縮
小
し
て
車
道
と
歩
道
を
整
備
③
交

通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
代
替
機
能
を
確
保

し
て
都
市
計
画
を
廃
止
―
―
の
三
つ
の

考
え
方
を
提
示
。
沿
線
の
区
市
に

「話

し
合
い
の
会
」
を
設
置
し
て
い
る
。

最
初
に
都
市
計
画
決
定
さ
れ
た
６６
年

以
来
、
５０
年
近
く
も
都
市
計
画
上
の
制

限
を
受
け
て
い
た
地
元
地
権
者
ら
の
国

や
都
に
対
す
る
不
信
感
は
根
深
い
。
か

ね
て
か
ら
外
環
反
対
の
旗
を
掲
げ
て
き

た
武
蔵
野
市
で
は
、
地
上
部
街
路
に
対

す
る
反
発
は
根
強
く
、０９
年
８
月
以
来
、

既
に
１９
回
も
の
会
合
が
重
ね
ら
れ
て
い

る
。

識
に
不
快
感
を
示
し
た
。

こ
う
し
た
指
摘
を
受
け
、

都
側
は

「過
去
の
と
こ
ろ
か

ら
調
べ
て
、
も
う

一
度
勉
強

さ
せ
て
ほ
し
い
」
と
次
回
ま

で
の
宿
題
と
し
て
回
答
を
持

ち
越
し
た
。

練
馬
区
間
の
み
が
先
行
し

た
こ
と
に
対
し
て
、
住
民
か

ら
は

「残
り
の
区
間
は

一
括

し
て
進
め
る
の
か
」
と
質
問

が
飛
ん
だ
が
、
都
側
は

「沿

道
の
区
市
で
話
し
合
い
の
会

を
設
置
し
て
、
意
見
を
聞
い

て
い
る
段
階
な
の
で
、
ど
の

よ
う
に
取
り
ま
と
め
る
の
か

は
現
時
点
で
は
決
ま
っ
て
い

な
い
」
と
答
え
る
に
と
ど
ま

っ
た
。

さ
ら
に
住
民
側
は

「外
環

本
線
の

『た
た
き
台
』
の
説

明
会
で
地
上
部
は
な
く
な
る

と
い
う
か
ら
納
得
し
た
。
大

深
度
地
下
に
な
っ
た
途
端
、

外
環
の
２
が
出
て
き
た
。
も

う

一
度
、
た
た
き
台
の
問
題

か
ら
頭
に
入
れ
て
説
明
し
て

ほ
し
い
」
と
訴
え
た
。

こ
の
後
、
よ
う
や
く
武
蔵

野
市
の
区
間
に
関
す
る
意
見

交
換
が
ス
タ
ー
ト
。
住
民
側

は

「狭
い
道
路
の
方
が
車
は

入
っ
て
こ
ら
れ
な
い
の
で
、

は
る
か
に
安
全
Ｌ
東
西
の
幹

線
道
路
の
拡
幅
が
さ
れ
て
い

な
い
の
に
、

（南
北
の
）
外

環
の
２
か
ら
流
入
す
る
車
が

増
え
る
」
な
ど
と
地
上
部
街

路
の
整
備
に
よ
る
弊
害
に
懸

念
を
示
し
た
。
こ
れ
に
対
し

て
、
都
側
が

「生
活
道
路
に

流
入
す
る
車
を
抑
制
す
る
こ

と
で
、
身
近
な
道
路
の
安
全

性
が
向
上
す
る
」
と
反
論
し

た
。


